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１ 審議会名  令和６年度 第２回安曇野市子ども・子育て会議                        

２ 日  時  令和６年７月26日(金) 午後１時30分から午前３時30分まで                

３ 会  場  豊科交流学習センター きぼう 多目的交流ホール                       

４ 出 席 者  大澤（克）委員、平沢委員、太田委員、宮澤委員、竹内委員、森岡委員、横川委員、酒井委

員、大澤（美）委員、赤沼委員、中島委員、牟禮委員、高田委員 

５ 欠 席 者  木下委員、古屋委員 

６ 市側出席者 山口教育指導室長、山浦教育担当係長、草間健康支援担当係長、橋詰健康推進担当係長、

佐々木こども園幼稚園課長、山越子ども家庭支援課長、髙橋子ども家庭支援課副参事、赤羽

子ども家庭支援課長補佐、古畑子ども家庭支援課長補佐、高橋子ども発達支援相談室長、矢

口子ども家庭相談担当係長、宮島子ども子育て政策係主査、林子ども子育て政策係主査              

７ 市側欠席者                               

８ 公開・非公開の別    公開                                   

９ 傍聴人  0人    記者  0人                                 

10 会議概要作成年月日   令和６年７月29日                            

Ⅰ 会議の概要 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事事項 

（１） 子ども・子育て支援事業計画の内容検討について 

（２） 現時点での量の見込みについて 

（３） 安曇野市こども計画の策定について 

（４） その他 

４ その他 

５ 閉 会 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

Ⅱ 協議の概要 

１ 開 会  

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事事項 

（１）子ども・子育て支援事業計画の内容検討について 

委託事業者の特定非営利活動法人SCOPより、第２次子ども・子育て支援事業計画の振り返り、第３次子

ども・子育て支援事業計画の基本的に考え方について説明。 

委員から事前にあった質問・意見へ回答。 

 

（２）現時点での量の見込みについて 

SCOPより、子ども・子育て支援事業の量の見込みについて説明。 

 

【質疑・意見】 

（委員） 

骨子案に評価方法を明記してほしい。各担当課へのヒアリングやアンケート結果を振り返っていると思

うが、前の計画の評価や達成状況は重要であり、明記してほしい。 

また、主な成果について、数値が示されていると説得力が出ると考える。 

 

（事務局） 

協  議  事  項  等 
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評価方法については、庁内の各係が各事業の「現在の状況・課題」「今後の取組」について記入した。 

事業が非常に多く、全て載せると読み手が確認できないので割愛したが、行政としては事務事業評価・

施策評価により評価している。 

 

（委員） 

骨子案において、「事業」と「施策」が混在している。また、「主な成果と課題」がである・ですます調

が混在しており、統一されていない。 

（事務局） 

訂正する。 

 

（委員） 

量の見込みについて、延長保育事業の令和４年度実績が他の年より多いが、間違いではないか。 

（事務局） 

間違いである。518人/年が正しい。 

（委員） 

延長保育事業は令和５年度の水準値、一時預かり事業は令和４年度の水準値だが、なぜ異なるのか。 

（事務局） 

一時預かりについては、令和５年度が一時的に低く出ており、令和４年度を水準とした。 

（委員） 

一時預かりの令和５年度実績が減っているのはなぜか。 

（委員） 

保護者のアルバイトやパート等の働き方や、上の小学校のお子さんの授業参観日等の影響で、年により

件数のバラツキが大きい。 

 

（委員） 

親が育休をとっても子どもが園に行ける制度が開始される。下の子は育休で上の子どもだけ通園、とな

ると精神的に辛い状況になってしまう恐れがある。果たしてこどもまんなか社会に向かっているのか。

「地域のコミュニティを土台に」とあるが、地区もPTAも任意加入のなか、どうやって育てていけばい

いのか矛盾を感じている。 

（事務局） 

大きな計画になるので現場の声が届きづらいことは認識しているが、少しでも現場の声を拾いたい。 

 

（委員） 

骨子案おいて、課題を記載してある事業以外の課題は無いのか。 

（事務局） 

全ての事業に課題がないわけではないが、ここではピックアップしたものを記述している。もう少し検

討する。 

 

（委員） 

量の見込みについて、児童福祉法の改正に伴い３事業が追加となったが記載がない。それは必要ないの

か。 

（事務局） 

現在担当部署や基本目標を検討中であり、数値で示せる段階ではないので、次回以降に示す。 

（委員） 

生の声を拾うことで、統計では見えないところを把握し、安曇野市ならではの「地域で育てる」がクロ

ーズアップされるとよい。 

 

（委員） 

骨子案にある課題の「特別な配慮が必要な児童への対応」等は不要では。 



（次頁へ） 3 / 3 

 

保育士確保について具体的に書いて欲しい。専門性のある保育士が必要と考える。 

（事務局） 

園長に意見をいただく機会を設けていくので、その際にご意見をいただきたい。 

 

 

 （３）安曇野市こども計画の策定について 

SCOPよりこども計画の概要、子ども・子育て支援事業計画との関連性について説明。 

 

【質疑・意見】 

なし 

 

 （４） その他 

なし 

 

４ その他 

事務局より、子ども若者意見ひろばについて説明 

 

５ 閉 会 

 


